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北海道・三陸沖後発地震注意情報と防災対応

巨大地震は突発的に発生することの方が多く

日頃からの備えが重要！

北海道・三陸沖後発地震注意情報

■発表方法
気象庁・内閣府の合同記者会見

※この情報は、大規模地震の発生可能性が平時よりも相対的に高まっていることを伝える情報
であり、情報が発表された場合でも後発地震が発生しない可能性が高いことに留意。

○ 日本海溝・千島海溝沿いで続いて発生するかもしれない「後発地震」に注意を促し、「一人で
も多くの人命を救う」ため、最初の地震発生後に「北海道・三陸沖後発地震注意情報」を発表。

○ 情報が発表されたら、地震への備えの再確認と、次の地震発生時にすぐ避難できる準備を

とるべき防災対応

■防災対応をとるべきエリア
津波高３ｍ以上または震度６弱以上が
想定される地域 ※左図の着色された市町村

■防災対応をよびかける期間
地震発生から１週間

■発表の頻度（想定）
概ね２年に１回程度

■発表条件
想定震源域でMw7.0以上の地震が発生
※その周辺でも地震の規模によっては発表 北海道・三陸沖

後発地震注意情報

社会経済活動は継続したうえで

地震への備えの再確認
発災時にすぐ避難できる準備

M7.0以上の
地震発生後に発表

想定震源域
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普及啓発用コンテンツ

〇札幌管区気象台HPで解説ページを公開 〇一般の方向けの３分解説動画を作成

気象台HP解説ページ ３分解説動画

コンテンツはこちらからご覧いただけます




